
壁

柱

壁

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ Ｄ

Ｄ

ｄ

ｄ

Ｄ
Ｄ

ＤＤ
ＤＤ

ＤＤ

ｄ

Ｄｄ

ＤＤ

ｄ

曲げ

角度

梁

壁

曲げ内法

直径
位　置

折曲げ図及び

曲げ

角度

折曲げ後の余長

備　考

図参照

図参照

図参照

図の　印

図の　印

図参照

場合を含む

壁の一部となる

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

２）継手部

１）末端部

１）末端部

２）継手部

出来ない柱頭部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

１）末端部

3.1.1

3.9.1

3.25.1

3.12.1

１）最上階の柱頭

引き通す事が

１）下階の柱主筋を

3.8.2

3.2.1

3.8.1

3.2.1

表参照

図参照

ー

ー

ー ー

１００mm

４ｄ以上かつ６０mm以上

６ｄ以上かつ６０mm以上

折曲げ鉄筋１０ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

５ｄ以上

ラーメン隅角部

使 用 箇 所

２０ｄ以上

５ｄ以上

最上階

一般階

位　置

中間部

末端部

部　　位

柱

梁

継手方式

重ね継手 圧接継手

幅止め鉄筋

帯鉄筋、

定着末端部

帯筋(HOOP)

(STP)

四隅の主筋

断面が異な

ング基礎の

幅止め筋

煙突の鉄筋

使 用 箇 所

９０°

１３５°

９０°

９０°

θ＜９０°

９０°

１３５°

１８０°

３．１．２表　鉄筋曲げ加工（２）

９０°

９０°

上下階の柱

る場合

あばら筋

独立フーチ

底版筋

砂利または砕石

砂利または砕石

均しコンクリート

捨てコンクリート

　※

　※

　※

　※

２００

１００

　５０

　６０

・ 

（mm）　厚さ種　　別部　位

建 築 工 事

土 木 工 事

区分 径 Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

土　　木

建　　築

又は建築による。

かぶり厚さ

厚さ

増打

あばら筋

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

シーリング

帯筋

躯体面

土木工事

建築工事

ａ

ａ  部

ａ

柱 梁 基礎

１：部位により最小かぶり厚さの判断が困難な場合は、監督職員の指示を得る。

２：杭基礎の底版・フーチング下端筋のかぶり厚さは、７.杭基礎の補強を参照する。

部 位

水中・土中等

環　境

大気中

水中・土中等

大気中

水中・土中等

大気中

部位

７０

－

７０

－

〔注〕梁：大梁、小梁、基礎梁、片持梁をいう。

・ 

・ 

環境 床版・スラブ・梁 柱・壁 底版・フーチング

７０

５０

７０

７０

７０

－

底版・フーチング柱・壁

５０

７０５０

５０

床版・スラブ・梁

対策区分

Ⅰ

Ⅱ,Ⅲ

かぶり厚さ

かぶり

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ
かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

かぶり厚さ

打継ぎ

事

工

木

土

工

事

築

建

基

杭

礎

ｄ

設計基準

(Ｎ/mm2)

スランプ

（cm）

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

・

・

※ 普通コンクリート

※ 普通コンクリート

・

※ 普通コンクリート

・

※ ２４

・ ３０

・

※ ２４

・

・

※ ２４

・

・

※ １８

・

※ １８

・

※ １２

・

※ １８

・

※ １５

・

※ １２

・

※ １５

・

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・ 低熱ポルトランドセメント

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 普通ポルトランドセメント

・ 高炉セメントＢ

※ 高炉セメントＢ

・ 普通ポルトランドセメント

・

・ 高炉セメントＢ

・ 

・ 普通ポルトランドセメント

土木

分　類

鉄筋コンクリート

地上

建築

地下

基礎梁

 基礎、

リート

鉄　筋

コンク

土木 無筋コンクリート

無筋コンクリート建築

コンクリート種別 強　　度 セメントの種類

種　別
径

※ ＳＤ３４５

・ ＳＤ３９０

・ ＳＤ４９０

※ Ｄ１３以上

・

下記以外

ＳＤ ２９５Ａ

ＳＤ３４５

重ね継手

ガス圧接

機械式継手

※ Ｄ１９以上の柱、梁主筋

※ Ｄ１６以上の増設端の床、壁鉄筋

・

・図面による。

※ Ｄ１６以下

・

※ Ｄ１９以上

※ Ｄ１９以上、Ｄ２９以下

　 の柱、梁主筋

・

土　木 建　築

鉄筋の種類

鉄筋の継手

４
ｄ
以
上

９０°

１３５°

Ｄ

１
０
０
mm

１
２
ｄ
以
上

４
ｄ
以
上

（馬筋）

直交方向に９０°

・
記　号
符　号 内　　容 ※印の説明及び注意事項

※１Ｇ※２

※１Ｂ※２

※１Ｋ※２

※１Ｓ※２※３

※１Ｗ※２

Ｆ※

※１Ｃ※２

ＣＧ※

ＣＢ※

ＣＢ※

（※）

ＳＴＰ

ＨＯＯＰ

Ｓ.ＨＯＯＰ

幅止筋

組立筋

フーチング断面種別

片持小梁断面種別

床用積載荷重

あばら筋、スターラップ

帯筋、帯鉄筋、フープ

スパイラル筋、らせん筋

幅止め筋

組立て筋

柱断面種別

大梁断面種別

片持大梁断面種別

小梁断面種別

壁配筋種別

床版配筋種別

階段の配筋種別

コンクリートブロック壁

打ち増し範囲

梁・床版の上がり下がり

※　番号

積載荷重の値（ｋＮ／m2）

梁、基礎梁、小梁

柱

柱

柱、梁、壁

床版、底版

※１　階数

※２　その階の番号

※１　階数、地中大梁はＦとする

※２　その階の番号

　　　Ｘ方向１，２，３‐‐‐‐

　　　Ｙ方向Ａ，Ｂ，Ｃ‐‐‐‐

※　番号、階別区分はしない

※１　地中小梁のみＦとする

　　　地中小梁を除く

※　番号、階別区分はしない

　　　Ｄ：土圧、水圧を受ける壁

※１　Ｅ：耐震壁、Ｋ：会談壁

　　　階別区分はしない

※２　壁厚（cm）

※２　床版厚（cm）

※３　配筋種別（英大文字）

　　　階別区分はしない

※１　片持床版のみＣとする

　　　Ｂ：二辺固定床版形

※１　Ａ：片持床版形

※２　配筋種別（数字）

　　　階別区分はしない

※　壁厚（cm）

一般には基準ＦＬよりの＋、－に

応じた凡例により表示

スターラップ、

フープ筋　等

床版

底版

あばら筋、帯筋

スパイラル筋

折曲げ図
曲げ内法

直径

ｄ

θ
Ｄ

躯
体
面

※２　階別区部はしない

（１）設計図は監督職員の承諾を得なければ変更してはならない。

変更の必要を生じた場合は、監督職員と協議すること。

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の複合構造物に適用する。

（２）土木工事と建築工事の区分は図面による。

（３）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに

相違がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

鉄筋の種類及び継手は１．２．１表による。　

平 面

３．２．１図　異形鉄筋の末端部

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

３．２．１表　フックを設ける位置

３．１．１表　鉄筋曲げ加工（１）

２．１．２表　一般凡例

１．４．１表　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの仕様

２．１．１表　鉄筋の断面表示　

※

・ 

通常の施工の場合

塩害対策地域の施工の場合

３．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

３．３．１　かぶり厚さ

３．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

（３．３．１図）をいう。

かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋を除く）の外面から躯体面までの距離

を加えた厚さ以内に納めるものとする。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚に許容誤差１０mm

均しコンクリートの厚さを含まない。

３．３．２　最小かぶり厚さ

最小かぶり厚さは、３．３．１表による。

床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、

砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリートの厚さは１．４．１表による。

設計図中で使用する記号及び符号は、２．１．１表及び２．１．２表を標準とする。

鉄筋の折曲げ加工は、３．１．１表及び３．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、３．２．１表によりフックを設ける。

１．３．１表　コンクリートの仕様　

コンクリートは１．３．１表による。　

注１：無筋コンクリートには均しコンクリート、捨てコンクリートを含む。

１．２．１表　鉄筋の種類及び継手

　　　適用する。・ 印と ※ 印のある場合は、共に適用する。

（４）項目は、・ 印のついたものを適用する。・ 印のない場合は、※ 印のあるものを

１．１　適用範囲

２．１　記号及び符号

１．２　鉄筋の仕様

１．３　コンクリートの仕様　

２．２　一般注意事項

１．４　砕石及び均しコンクリート、捨てコンクリート

３．１　鉄筋の折曲げ加工

３．２　異形鉄筋の末端部

３．３　鉄筋のかぶり及び間隔
１　特記事項

構 造 細 目 共 通 図（複合構造物）

＜ 平成２９年版 ＞

２　共通事項

３　土木工事

※ 本図面は(一社)全国上下水道コンサルタント協会が著作権を有するものである。

　 使用にあたっては、上記協会への使用願いの提出と、配布番号の記載が必要である。

　 枠外右下の【協会員番号】と【配布番号】の記載が無い図面は無効とする。

１）土木工事特記仕様書

２）土木工事共通仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・設計編

１）建築工事特記仕様書

２）建築工事一般仕様書

３）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

全国上下水道コンサルタント協会

国土交通省近畿地方整備局

土木学会

土木学会

国土交通省大臣官房官庁営繕部

（別紙による。)

（平成 　 年版）

（　2012年版　）

（　2012年版　）

（別紙による。)

（平成 27 年版）

（平成 28 年版）

ＡＷＳＣＪ－０６６－００１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事

第６０００の５１号の１の１
流２９桂川右岸防災安全（雨水）

（呑龍ポンプ場　土木）



３．４．１　梁・壁・床版

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

３．４．２　柱

鉄筋相互のあきは、下記（１）、（２）、（３）の最大値以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の４／３倍

（１）鉄筋の重ね継手長さは３．５．１表、定着の長さは３．５．２表による。

３．５．１　継手長及び定着長の基本

（２）最小のあき４０mm

間隔

Ｄ
ａ

Ｄあき

異形鉄筋

３．４．１図　鉄筋のあき

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋径（呼び名）

３　土木工事

３．５　鉄筋の継手及び定着

３．４　鉄筋相互のあき

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を確保し、

（２）帯筋の割付けは、３．１０．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

補強筋間隔は１．５Ｐ以下とする。

３．１０　帯筋の割付け

３．９　帯筋の形状

３．１０．１図　帯筋の割付け

２＠

以下

帯筋 帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

２＠Ｐ

太い鉄筋または同径のものを２本

重ねる。

１＠

以下

梁面より割付ける。

１Ｐ ＠

１＠

以下

０.２％以上、

０．２％以上、

０．２％以上、

上下の柱断面寸法が異なる場合、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

Ｄ１３ ＠１５０

パネルゾーン柱幅(mm)

５００

６００

７００

８００

９００

１０００

１１００

１２００

一般の場合

柱、梁の交差部の配筋例（0.2％確保）

※交差部の帯筋ピッチは１５０mm以下とする。

３．８．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着

３．７　継手及び圧接中心位置（柱、大梁）

３．８　柱筋の継手及び定着

ｂ:かぶり厚さ

Ｄ:梁のせい

ａ:上下の柱幅の差(a≦１５０）

３．５．３　梁主筋の柱内定着

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ずらす距離(Ｌ)は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４） 継手部の鉄筋のあきは、粗骨材の最大寸法以上とする。

３．６　隣り合う継手の位置

（３） 前記（２）を確保できない場合等は、監督職員の承諾を得て、ガス圧接継手又は機械式

継手工法を採用することができる。

３．６．１図　重ね継手工法

全長

全長

折曲げ半径

折曲げ半径

※２

※１

※1：柱せいの３/４倍以上かつ２０ｄ以上

余長１２ｄ以上

余長１２ｄ以上

※破線部は、同一平面にある鉄筋の上端と下端とで重ね継手位置を交互にすること、

並びに同一断面にある鉄筋では、奥行き方向に重ね継手位置を交互とすることを

それぞれ示す。

継
手
長

継
手
長

Ｌ
Ｓ
1

Ｓ
1

Ｌ ≧ ２５ｄ(ｄ：太い方の鉄筋径)

部材厚さ（Ｂ）

３．６．１　鉄筋の重ね継手

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（２）梁の継手及び圧接中心位置は下記による。

（３）通常の応力と異なる場合の継手位置は、３．７．１図によらず図面による。

継手及び圧接中心位置は図面にない場合は、３．７．１図による。

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

上端筋　中央：Ｌ0／２以内

下端筋　両端：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0/４を加えた範囲居ない

Ｄ

一般の場合（地反力を受けない場合）

≦
３
／
４
・
ｈ
0

Ｄ
ｈ
0 Ｌ0

Ｌ0／４+Ｄ

Ｌ0／４

Ｄ

Ｌ0／４

Ｌ0

３．８．１　一般事項

（１）継手長さはＳ1とし、定着及び余長は、３．８．１図による。

（２）柱頭定着長さＳ3が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、３．８．２図による。

（４）柱脚定着長さ２５ｄ(余長１２ｄ以上)または３５ｄが確保出来ない場合は、図面による。

３．８．１図　柱主筋の継手、定着及び余長
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直交梁位置
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１

差し筋 差し筋

ａ

ｂ
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ａ

ｂ
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（１）帯筋の形状は、３．９．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

・Ｈ形

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

・Ｗ－I形（溶接を行う）

（ロ） （ハ）（イ）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

（イ）

・丸形

≧６ｄかつ６０mm

ｄ

≧１２ｄ

ＬＬ Ｌ

≧４０ｄ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

≧６ｄかつ６０mm

（ａ）Ｈ形とする。

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－I形とする。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

３．９．１図　帯筋組立の形

（ロ）（イ） （ロ）

≧６ｄかつ６０mm

≧６ｄかつ６０mm

Ｌ

３．６．２ 鉄筋のガス圧接および機械式継手

鉄筋のガス圧接継手及び機械式継手は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手は、ねじふし鉄筋継手工法とする。また、ねじふし鉄筋工法以外の機械式継手を

採用する場合は、監督職員の承諾を得ること。

鉄筋相互のあき：ａ

粗骨材
最大径

の場合

最小鉄筋芯間隔

２５mm

３３mm

１３mm

１６mm

１９mm

２２mm

２５mm

２９mm

２０mm

２４mm

２９mm

３３mm

３８mm

４４mm

４７mm

５１mm

５４mm

５８mm

６１mm

６６mm

５４mm

５８mm

６１mm

６５mm

６８mm

７７mm

鉄筋径×１.５

鉄筋径 最外径

鉄筋径(mm)

（３）

Ｄ１３

Ｄ１６

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９ ３３

２８

２５

２１

１８

１４

柱：４０mm
梁：２０mm

（１） （２）

最小あき粗骨材径×４/３倍 鉄筋径×１.０

（梁） （柱）
ａ＋Ｄ ａ＋Ｄｄ Ｄ

３．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

（２）径が異なる鉄筋の継手長さは、細い鉄筋の径による。

（３）継手は相互にずらすことを原則とする。

（４）フックのある場合の継手長及び定着長には、３．５．１図に示すようにフック部分Ｌ

　　　を含まない。

Ｌ

Ｌ

Ｓ2

Ｓ1

３．５．１図　フックのある場合の継手及び定着要領

３．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異なる径の鉄筋をガス圧接する場合、鉄筋径の差が５mmを超える圧接をしてはならない。

≦
３
/４

・
ｈ
0

≦
３
/４

・
ｈ
0

か
つ
１
５
ｄ

か
つ
１
５
ｄ

３
５
ｄ
以
上

Ｓ
3 
以
上

か
つ
１
５
ｄ

Ｓ
3以

上

か
つ
１
５
ｄ

全長：Ｓ4かつ ※２＋折曲げ半径＋余長

全長（最上階下端筋及び一般階）：Ｓ3 かつ ※１＋折曲げ半径+余長

全長（最上階上端筋）：Ｓ2＋※１

Ｌ0／２

Ｌ0／４+Ｄ

≧
５
０
０

１　本表の適用は、鉄筋種類ＳＤ３４５、鉄筋径Ｄ１３～Ｄ５１とする。

２　定着長は折曲げ加工後の直線部分で確保する。

３　壁、床版、底版の主鉄筋の中心間隔が１００mm未満の場合は、別途図示による。

３．５．３図　小梁及びスラブ上端筋の梁内折曲げ定着要領

３．５．２図　梁主筋の柱内定着要領

※２：梁幅の１／２倍以上かつ１５ｄ以上

１５０mm以上 余長１２ｄ以上

かつ１５０mm以上

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

（２）最小のあき２５mm

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の１．５倍

（１） 同一断面での継手は軸方向に相互にずらす。

（２） ガス圧接の場合のずらす距離(Ｌ)は、太い方の鉄筋径の２５倍以上とする。

（３） 機械式継手の場合のずらす距離（Ｌ）は、太いほうの鉄筋径の２５倍以上とする。

（４)　機械式継手をイモ継ぎ部に使用する場合は、継手性能はＳＡ級かつ継手信頼度をⅠ種とする。

なお、3.6.3図　ｂ)に示すように、隅角端部から継手位置まで必要な離間を確保した場合は

Ａ級を選定することができる。詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。

機械式継手機械式継手

ａ） 機械式継手(ＳＡ級） ｂ） 機械式継手（Ａ級以上）

Ｌ ≧ ２５ｄＬ

(ｄ：太い方の鉄筋径)

３．６．３図　機械式継手におけるイモ継手位置

３．６．２図　ガス圧接継手工法及び機械式継手工法

：柱芯
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３．７．１図　継手及び圧接中心位置

基礎底版の場合（地反力を受ける場合）

は継手を設けてもよい位置を示す

ＡＷＳＣＪ－０６６－００１

Ｄ１６ ＠１００１９００

Ｄ１９ ＠１００２８００

Ｄ２２ ＠１００３０００

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事

第６０００の５１号の１の１
流２９桂川右岸防災安全（雨水）

（呑龍ポンプ場　土木）

鉄筋の

種　類
鉄筋径 設計基準強度

Ｓ1　：重ね継手長

鉄筋中心間隔２００㎜以上 １００㎜以上２００㎜未満

フックなし

ＳＤ３４５

Ｄ１６以下

Ｄ１９～Ｄ２２

Ｄ２５～Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

４０・ｄ

４５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ

３５・ｄ

３０・ｄ

フックあり フックなし

５０・ｄ

６０・ｄ

６５・ｄ ５５・ｄ

５０・ｄ

４０・ｄ

フックあり

３．５．１表　鉄筋の重ね継手長さ

３．５．２表　鉄筋の定着長さ

Ｓ2：定着長 Ｓ3：定着長 Ｓ4：定着長

フックなし フックあり フックなし フックあり フックなし フックあり

設計基準強度鉄筋径
鉄筋の

種　類

４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

５０・ｄ ４０・ｄ ４０・ｄ ３０・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

６０・ｄ ５０・ｄ ４５・ｄ ３５・ｄ ３５・ｄ ２５・ｄ

ＳＤ

３４５

Ｄ１６

Ｄ１９～

Ｄ２５～

以下

Ｄ２２

Ｄ３２

２４以上

（Ｎ／mm2）

２７未満

Ｄ３５～

Ｄ５１
６５・ｄ ５５・ｄ ５０・ｄ ４０・ｄ

Ｄ３５～Ｄ５１ ６５・ｄ ５５・ｄ ６５・ｄ ５５・ｄ



Ｌ0 全長Ｓ3

１２ｄ

二段筋

１２ｄ

(余長)

全長Ｓ3

３．１１．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長（最上階）

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

３．１１．１　一般事項

（２）Ｓ2,Ｓ3,Ｓ4の適用区分を以下に記す。

Ｓ2：(最上層)大梁上端、基礎梁上端、床版ｔ３５０超上端、底版上端。

Ｓ3：柱、壁、(中間層)大梁上端、大梁下端、基礎梁下端、

Ｓ4：小梁、スラブ(地震力を受けない部材)。

床版３５０未満上端、床版下端、底版下端。

（３）継ぎ手長さ、定着長さ及び余長は、３．１１．１図から３．１１．１０図による。

３．１１．２　ハンチのない場合

３．１１　大梁筋の継手及び定着

３　土木工事

（１）最上階の場合

（５）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

下端筋：原則として曲げ上げる。

上端筋：曲げ下ろす

ａ） 腹筋及び幅止め筋

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

（１）一般の梁

３．１２．４　腹筋及び幅止め筋

Ｄ

≒３０

Ｌ0

３．１２．４図　あばら筋の割付け（その３）

６００≦Ｄ＜９００

２－Ｄ１３

３．１２．５図　腹筋及び幅止め筋

９００≦Ｄ＜１,２００

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１，２００≦Ｄ≦１,５００

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

３．１２．１　一般事項

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１３－１０００mmピッチ程度とする。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

３．１２．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、３．１２．１図（イ）を標準とする。

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

（２）フックの位置

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げる。

ｄ．（ホ）は梁の上下にスラブが付く場合で、かつ梁せいが１．５m以上

の場合に適用することが出来る。(基礎梁)

３．１２．３　あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合

（２）間隔が一様でハンチのある場合

３．１２．３図　あばら筋の割付け（その２）

３．１２．２図　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦Ｐ＠

Ｄ

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠

≒３０≒３０

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側、床版が両側に付く場合は交互

３．１２　梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

一般階 最上階

梁

Ｄ

梁

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

３．１１．１０図　鉛直段差梁（その２）

（２）壁梁の場合、腹筋の継手長さはＳ1 、定着長さをＳ3 とする。

３．１２．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

≦ Ｓ1

コンクリート打継ぎ

（ホ）（ロ） （ハ） （ニ）（イ）

３．１１．４　水平段差のある場合

（１）水平段差のある場合

二段筋

ｂ

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

３．１１．３　ハンチのある場合

（１）最上階の場合

（２）一般階の場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

３．１１．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

３．１１．８図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

３．１１．７図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

下端筋

上端筋

３．１１．５図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その２）

二段筋
Ｓ3

３．１１．６図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

(※１)

柱

梁

平面

断面

梁

柱 柱

梁

ｅ

３．１１．９図　鉛直段差梁（その１）

ｂ部曲げ内法直径

２０ｄ

ａ部曲げ内法直径

（４）梁主筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が同数のときは柱をまたいで引き通すものとし、

鉄筋の本数が異なる場合には、３．５．２図のように柱内に定着する。ただし、やむを得ず

梁内に定着する場合は、３．１１．１図による。

（１）鉄筋の重ね継手長をＳ1とし、同定着長については、適用する部位により、Ｓ2，Ｓ3，Ｓ4

に区分する。 
２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

Ｌ0

Ｄ Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｄ

Ｌ0／２ Ｌ0／４Ｌ0／４

Ｓ3 Ｓ3

Ｓ3

１２ｄ

(余長)

全長Ｓ3

１２ｄ
(余長)全長

Ｓ3

Ｌ0／４ Ｌ0／２

Ｌ0

Ｌ0／４

(※１)

５ｄ

Ｓ3

Ｄ

ｅｅ

Ｄ

≧１２ｄ ≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≧１２ｄ

≧６ｄかつ６０mm

≒３０

Ｐ＠

≒３０

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

≒３０

Ｌ0/４

Ｐ'＠ Ｐ＠ Ｐ'＠

≦Ｐ'＠

Ｌ0/４

Ｄ

腹筋

幅止め筋

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

３．１１．４図　大梁の重ね継手、定着及び余長（一般階その１）

５ｄ

ｂ部曲げ内法直径

（２）一般階の場合

１２ｄ(余長) ｂ

ａ

ａ ａ

Ｓ3

１５ｄ(余長)

(※１)

(余長)

１２ｄ

(余長)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

(※１)

柱

(※１)

Ｓ3

(※１)

Ｓ3

ｅ

ｅ

Ｄ

Ｓ2

(※１)

ｅＳ2

ｅ

Ｓ3

柱

(※１)

(※１)

(※１)

Ｌ0／４

(※１)

(※１)

(※１)

Ｂ：柱幅

ａ

土木工事

全長Ｓ2 全長Ｓ2

（継手）
ｂＳ1

Ｓ3

（余長） （余長）

全長Ｓ3Ｓ1
(継手）

Ｄ二段筋

（余長）

１２ｄ
(余長)

全長
Ｓ3

ｂ(※１)

(※１)

２０ｄ

１２ｄ(余長)

１５ｄ １５ｄ

(※１)

(※１)

全長Ｓ3

１２ｄ(余長)

１２ｄ
(余長)

全長Ｓ3

土木工事

（６）梁にハンチをつける場合、その傾斜は図面による。図面になければ１：４とする。

（７） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

（８）破線は柱内定着の場合を示す。

（９）３．２異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋にはフックをつける。

（１０）段違い梁は３．１１．２図による。

梁主筋ののみ込み長さは、柱せいの３／４倍以上かつ２０ｄ以上を確保する。（※１）

梁主筋の柱内定着は、３．５．２図による。

梁

柱

梁

３．１１．２図　段違い梁

Ｄ≦１００

または同径のものを２本重ねたものとする。

つり上げ筋は、一般のあばら筋より１サイズ太い鉄筋、

梁

柱

Ｓ2

全長Ｓ2
全長Ｓ2

(※１)(※１)

全長Ｓ3 全長Ｓ3

(※１) (※１)
１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

Ｓ3

３．１１．１図　梁主筋を梁内定着

Ｂ：柱幅

：柱芯

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

※あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

定着の長さは、３．１１．２図に準ずる
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１５ｄ以上

（６）図内（※１）は、３．１１．１による。

（５）破線は柱内定着の場合を示す。

（３）柱幅＜梁幅の場合の定着は、３．１３．３図による。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、３．１１．１（３）による。

３．１３．１　一般事項

に準ずる。

本数が異なる場合は柱内に定着する。やむを得ず梁内に定着する場合は、３．１１．１図

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

３．１３　基礎梁及び底版の継手及び定着

３　土木工事

（４） 印は、継ぎ手及び余長を示す。

（２）壁と床版の交差部は３．１５．４図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

を参照のこと。

構造細目共通図（土木構造物）（２）の「６．１．４　壁と床版・底板の交差部」

※３．１５．４図は、柱梁構造の場合である。地下階が壁式構造の場合は、

壁

４－Ｄ※

床版

４－Ｄ※

壁

４－Ｄ※

４－Ｄ※

床版

底盤壁

壁

３．１５．４図　壁と床の交差部及び端部の配筋

３．１５．１　一般事項

（１）壁配筋の継手長さをＳ1、定着の長さは、Ｓ2とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＳ1、

定着長さをＳ2とする。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１３－＠１０００mmを標準とする。

　　　重ね継手を設ける場合は、３．６項に従うものとする。

３．１５．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、構造上安全であることを構造計算によって確認すること。

３．１５．３　壁開口部の補強

を標準とする。

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋出来る

を場合は、補強筋を省略することができる。

３．１５．４　壁の交差部及び端部

（１）壁と壁の交差部は３．１５．３図による。

ａ．交差部補強筋径Ｄ※はＤ１６以上、かつ壁配力筋と同径とする。

３．１５．３図　壁と壁の交差部及び端部の配筋

３．１５．２図　壁開口部の補強要領

３．１５　壁の配筋要領

壁

壁

壁

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、３．１５．２図

３．１５．１図　壁の配筋

(継手長)

Ｓ1

Ｓ1

Ｐ＠

≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦Ｐ＠

Ｐ＠

≦Ｐ＠

主筋位置

梁

柱

柱梁

(継手長)

Ｌ

主筋位置

床版

梁

柱

断面

壁

３．１４．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋、及び基礎梁の項に準ずる。

（２） 印は、余長位置を示す。

３．１４．２　小　梁

梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長が取れない場合、

斜めにしてもよい。

一般階

外端

端部

端部

（１）連続小梁の場合

（２）単独小梁の場合

３．１４．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に取り合う場合

は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

３．１４．４図　片持梁主筋の定着

３．１４．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁がない場合）

３．１４．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１４．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

３．１４　小梁及び片持梁の配筋要領

（余長）

Ｓ4

Ｌ0／２ Ｌ0／４

２Ｌ0／３ Ｌ0／６

Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌ0／４

Ｌ0／６

Ｌ0／２Ｌ0／４ Ｌ0／４ Ｌｏ／４ Ｌｏ／２ Ｌｏ／４

連続端
Ｓ4

Ｓ4
１０ｄ以上

Ｌ0／６

２０ｄ(余長)

７Ｌ0／１２

Ｌ0

Ｌ0／２

Ｌ0

連続端

Ｌ0／４

Ｓ4

Ｌ0

Ｌ

ｂ
１０ｄ以上

Ｓ4

Ｓ4

（４）一般部壁筋は、３．１５．１図によることとし、隣接する壁の鉄筋と

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2
※鉄筋径及び本数は、図面による

４－Ｄ※

４－Ｄ※

３．１３．２　基礎梁の場合

（２）柱幅＜梁幅の場合

（ａ）交差部のスターラップを設ける場合は、図面による。

３．１３．３　連続基礎及びべた基礎の場合

（１）柱幅≧梁幅の場合

（１）基礎梁の継手及び定着

３．１３．２図　主筋の継手、定着及び余長（その２）

３．１３．１図　主筋の継手、定着及び余長(その１)

(※１)

(継手）

Ｓ1(継手)

２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

(※１)

(※１) １５ｄ
（余長）

(継手）

Ｓ1

Ｌ0

Ｌ0／４ Ｌ0／２ Ｌ0／４(※１) (※１)
Ｓ2

２０ｄ(余長) Ｓ1(継手）
Ｓ2

Ｓ3

(※１)

（１）鉄骨造のＢＯＸ柱等が埋め込まれる場合の端部と中央部の断面の異なる場合

３．１３．４　梁形を設けない場合の基礎底版

３．１３．４図　主筋の継手、定着及び余長（その４）

鉄筋と鉄骨のあきは３．４による。

配筋を曲げ通し筋とする。

Ｓ2 Ｓ2

図面(又はＬ0／４)

３．１３．３図　主筋の継手、定着及び余長（その３）

(※１)
Ｓ3地中梁

地中梁

Ｓ2

地中梁

柱

地中梁

Ｌ0／４ Ｌ0／４Ｌ0／２

Ｌ0

１５ｄ(余長) Ｓ1 １５ｄ(余長)

(※１)

(※１)

かつ１５ｄ

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長) ２０ｄ(余長)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長) Ｓ4(定着)

１５ｄ(余長) １５ｄ(余長)

１５ｄ以上

１０ｄ以上 ２０ｄ(余長)２０ｄ(余長)

１５ｄ ２/３Ｌ
２０ｄ以上

Ｓ2

Ｓ2

１０ｄ以上

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ3

壁

床版

床版

壁 壁

Ｓ2

４－Ｄ※

４－Ｄ※

壁筋による

壁壁

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2Ｓ2

壁

４－Ｄ※

壁筋による

２－Ｄ※

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ2

床板

Ｓ2

Ｓ2 Ｓ2Ｓ2

Ｓ2

４－Ｄ※

Ｓ2

Ｓ2

Ｓ3

Ｓ2

Ｓ2

２０ｄ ２０ｄ

：柱芯

≒４５゜ ≒４５゜

Ｓ4Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

片持梁

先端小梁

片持梁筋片持梁筋
折下げ 折下げ 片持梁

Ｓ4

Ｓ4

（３） 中間部の交差部（２） 中間部の交差部（１） 中間部の交差部

(頭つなぎ梁)

先端小梁

　確保する。

　ずれの場合も曲げ加工後の直線部にて

　着長Ｓ2 を確保する。定着長Ｓ2 は、い

　に指示がある場合は、曲げ加工後に定

　チ筋は直筋とすることができる。図面

　に指示がない場合はＳ2 を省略し、ハン

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面

　も曲げ加工後の直線部にて確保する。

　定着長Ｓ2を確保する。定着長Ｓ2は、いずれの場合

　できる。図面に指示がある場合は、曲げ加工後に

　場合はＳ2を省略し、ハンチ筋は直筋とすることが

※ハンチ筋を設ける場合の配筋は、図面に指示がない

ハンチを設け定着した場合のＬ形交差部一般の場合のＬ形交差部

一般の場合のＴ形交差部

小梁連続端部小梁外端部

小梁が連続する場合 小梁の終端部

最下階の交差部 最下階中間部の交差部

一般で最上階の交差部 ハンチを設け定着した場合の最上階の交差部

（ｄ：太いほうの鉄筋径）

Ｌ≧部材厚さ(Ｂ)かつ２５ｄ
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Ａ部　柱取り合い

ａ≦３００mmの場合

（端　部）

Ａ部

３．１８．３　出隅部の配筋方法

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、３.１８.６図による。特記にない場合は、

Ｄ１３＠１００ダブル程度とする。

３．１８．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

３．１８．４　段差床版の補強

（１）同一床版に段差がある場合、３．１８．７図の補強を行う。ただし、Ｈ＞１５０の場合

は、小梁を設ける事を原則とする。

３．１８．７図　段差のある床版の補強配筋

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

３．１８．５　床版開口部の補強

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する(３．１８．８図)。

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

３．１８．８図　床版開口部の補強配筋

（２）開口寸法が配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開口部を避けて配筋

を出来る場合は、補強筋を省略することができる。

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ降ろす。

３．１９．１図　片持スラブ形階段配筋の定着

３．２０．１　柱

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．１図による。

ただし、ａ＜７０の場合は補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

３．２０．２　梁

（１）増し打ちコンクリートの補強は、３．２０．２図による。ただし、ａ＜７００の場合、補強は

行わない。

（１）基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｓ2以上とする。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1 /２とする）による。

３．２０．１図　柱の増し打ち補強配筋

※１．帯筋と同径・同ピッチとする。

３．２０．２図　梁の増し打ち補強配筋

３．２１　土木部分と建築部分の取り合い３．２０　柱及び梁の増し打ち要領

３．１８　床の配筋要領

３　土木工事

３．１９　階段の配筋要領

３．２１．１　壁縦筋の取り合い

（１）差し筋の仕様は建築工事仕様とする。（径は図面による）

（２）Ｌ1 及びＬ2 は４．５．１表による。

３．２１．１図　壁縦筋の取り合い差し筋

（１）土木工事の外壁に面する柱主筋のかぶりは、３．３．１表によらず、

　　　３．２１．３図による。

３．２１．２図　柱主筋の取り合い差し筋

（１）最上部の柱主筋は、１階建築部分の柱断面に応じ、３．２１．２図の圧接位置まで延ばすこと。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

３．２１．３図　柱主筋かぶり厚の取り合い

３．１８．５図　先端に壁が付く場合の配筋

３．１８．４図　片持スラブの配筋

３．１８．２　片持スラブ

（１）片持スラブの配筋

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

３．２０．５図　土間スラブの打継ぎ補強配筋（ダブル）

６－Ｄ※

Ｓ2

ｎ1 本

Ｄ１６－３００＠以内
主筋

主筋

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2≦２００

主筋
Ｄ１６－３００＠以内

※１

梁せい

スラブと同径、同間隔

土木工事

建築工事

土木工事

ＧＬ

ｃ

柱帯筋

柱主筋

（８０）

※７０

（５０）

４０増打３０

シーリング

土木工事

建築工事

Ｓ2受け筋
Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３ Ｓ2

３．１８．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

２－Ｄ１３
先端部補強筋

ｂ

主筋

配力筋

受け筋
Ｄ１３(Ｌ≦１０００)

Ｄ１６(Ｌ＞１０００)

Ｌ

Ｓ2

先
端
壁
厚
以
上

先端部補強筋

２－Ｄ１３

１
０
０
以
下

１
０
０
以
下

１
０
０
以
下

先
端
壁
厚
以
上

先端部補強筋
２－Ｄ１３

先端壁の縦筋の径及び

ピッチに合わせる

７０＜Ｈ≦１５０Ｈ≦７０

３５０

４－Ｄ※

Ｈ

５Ｈ

Ｓ2

（ｎ1 ／２）本

（ｎ2 ／２）本

※

ｎ2 本

Ｄ１６－３００＠以内

Ｄ１６－３００＠以内

主筋

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

※１

Ｓ2

Ｓ2

ａ

建築工事

１ＳＬ

差し筋

１
０
０
０

５
０
０

（土木工事）

最下階柱主筋

差し筋

（土木工事）

土木工事

建築工事

１ＳＬ

この範囲で曲げを行う（３．８．２図参照）ｂ ｂ

１ＳＬ

ａ

打継ぎ

注ｂ1≧ｂ2とする

Ｓ2

Ｓ2

図面になければ３．２０．５図による。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

３．１８．２図、３．１８．３図により梁内に定着する。

（１）鉄筋の継手長さは、Ｓ1とする。

３．１８．１　一般事項

（２）定着長さ及び受け筋は、３．１８．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

３．１８．１図　スラブ筋の定着長さ ３．１８．２図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その２）及び受け筋（その１）

一般部

受け筋受け筋

Ｄ１３

受け筋
Ｄ１３

Ｄ１３

Ｓ2
Ｓ2

３．２１．２　柱主筋の取り合い

３．２１．３　柱主筋かぶり厚の取り合い

３．２０．３　土間スラブの打継ぎ補強

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合。

３．２０．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

梁のあばら筋

あばら筋と同径・同ピッチ

３．２０．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

補強筋：Ｄ１６

Ｓ2

Ｓ
2

Ｓ3 Ｓ3

１５ｄ以上

１５ｄ以上

Ｓ3

１５ｄ以上

Ｓ3

Ｓ2

Ｓ
2

Ｓ
3

Ｓ
2

Ｈ

Ｓ2

Ｓ
2

Ｓ
2

ａ
Ｓ
2

ａ

Ｓ2 ａ

Ｓ2

Ｓ
2

ａ
2

ａ1 ｂ

≧
Ｓ
2

ａ
≧
Ｓ
2

Ｓ
2

Ｌ
2

Ｌ
1

Ｓ3

Ｓ2 Ｓ2

Ｓ2 ａ1

Ｓ
2

ａ
2

Ｓ
2

ａ

Ｄ１３

Ｓ
3

Ｓ
3

：壁芯

一般床版

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

※１

※１

※１
※１

主筋

Ｄ１６－３００＠以内

ａ

あばら筋と同径・同ピッチ

梁のあばら筋

Ｓ2

　かぶり厚さを除いた長さとする。

※先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さより

　スラブに定着してもよい。

※スラブに段差のない場合は、主筋を引き通して

※かぶり厚さ７０（８０）mmは、柱部材の

　外壁に面する部分のみに適用する。

（　）内は、塩害対策地域に適用する。

ｂ＝地下かぶり

ａ＝地上かぶり

ｃ＝地上かぶり＋増し打ち（３０）

※１．あばら筋と同径・同ピッチとする。

※鉄筋径及び本数は、図面による

出隅部分の補強筋

出隅部分の補強筋

出隅部

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

ｂ1/2

ｂ
1/
2

Ｓ
1

Ｓ
3

ｂ1 ｂ1

ｂ
1/
2

ｂ1/2

ｂ
2

Ｓ3

Ｓ2ｂ1/2

Ｓ3

ｂ
2

一般スラブ配力筋

Ｓ2

柱又は梁にＳ2を定着する

出隅受け部分

注ｂ1≧ｂ2とする
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３．２４．１　一般事項

３．２４．１図　ＰＨＣ杭の杭頭補強

　　　定着する基礎底版コンクリートの設計基準強度を３０Ｎ/mm2以上とする。

　　　ＳＤ４９０では４１ｄ以上とする。

２００＜Ｄ≦１０００ ０＜Ｄ≦２００

基礎底版筋

基礎底版筋

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

基礎底版筋

３．２５．３　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

（１）杭基礎の場合のフーチング配筋方法は、３．２５．３図とする。

（２）杭頭処理の方法は、３．２４項に基づくものとする。

　　　１．０Ｄ（Ｄは杭径）以上とする。

３．２５．１　フーチングの補強

（１）補強方法は図面による。

（２）基礎底版筋の配筋は、図面による。

３．２３．１　底版、床版

（１）底版、床版のせん断補強要領は３．２３．１図及び３．２３．３図による。

３．２３．２　壁

（１）壁のせん断補強要領は３．２３．２図及び３．２３．３図による。

断 面 図

（１）補強鉄筋にＳＤ３９０またはＳＤ４９０を用いる場合、中詰めコンクリート及び補強鉄筋が

（２）鉄筋種別、径・本数は、図面による。

（３）杭基礎の補強鉄筋の定着長Ｌoは、主筋の材質がＳＤ３４５およびＳＤ３９０では３５ｄ以上、

（４）杭頭補強鉄筋が底版厚より長くなる場合は、３.２４.６図による。

（５）杭体内補強鉄筋は必要に応じ配置する。

３．２５　独立基礎の補強

３．２４　杭基礎の補強

３．２３　せん断補強鉄筋

３　土木工事

３．２５．３図　杭基礎の場合のフーチング配筋方法

３．２５．２図　基礎接合部の補強配筋

３．２４．５図　鋼管ソイルセメント杭の杭頭補強

鉄筋種別
内法直径　Ｄ

ＳＤ４９０

ＳＤ３９０

ＳＤ３４５ ５．０ｄ

６．０ｄ

７．０ｄ

３．２５．１図　独立基礎の補強配筋

ずれ止め厚さ

９

１６

１２

Ｄp ＜ ８００

８００≦ Ｄp ＜１２００

１２００≦ Ｄp ＜１５００

（Ｄp）

３．２４．２図　鋼管杭の杭頭補強

３．２４．４図　ＳＣ杭の杭頭補強

カットオフする場合

カットオフしない場合
鉄筋

コンクリート

コンクリート

鉄筋

Ｔｙｐｅ　Ｂ

３．２３．３図　せん断補強筋加工要領図

３．２３．１図　底版、床版のせん断補強要領図

（３）杭芯とフーチング外端面との距離（Ｌp）は、場所打杭、打込み杭、埋め込み杭は

３．２５．２　基礎接合部の補強

Ｌs≧５０φ＋Ｌ0

Ｌs≧Ｌ0＋１０ｄ

断 面 図

６ｄかつ６０mm以上

１２ｄ以上

６ｄかつ６０mm以上

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

※鉄筋径及び間隔は図面による。

１２ｄ以上

Ｄ

ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

ｄ

Ｄ
６ｄかつ６０mm以上

Ｄ＝５ｄ

Ｄ：曲げ内法直径

ｄ：せん断補強鉄筋直径（呼び名）

６ｄかつ６０mm以上

杭頭処理形態

※材質はＳＳ４００

杭　径

Ｌc≧Ｄp＋１００

Ｌs≧Ｌo＋１０ｄ

※２：全周現場すみ肉溶接

補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

基礎底版鉄筋

Ｄp／４

Ｄp／４

※２

基礎下面

組立鉄筋

１５mm以上

中詰めコンクリート

１００

１００

１００

Ｄp

基礎底版鉄筋

基礎下面

１００

１００
２００

Ｌ≧Ｌo＋１０ｄ

Ｌ≧２・Ｄp

Ｄ１３以上、間隔１５０＠以下

帯鉄筋

主鉄筋径ｄ

帯鉄筋

Ｄ１３以上、間隔３００＠以下

※鉄筋径及び間隔は図面による。

Ｄp

３．２４．３図　場所打ち杭の杭頭補強

Ｄp

基礎底版主鉄筋

１００

１００

帯筋かぶり １５mm以上

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１５mm以上

かつ杭体内補強鉄筋径以上

基礎下面

Ｌ≧２．５Ｄｐ+１００
帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

中詰めコンクリート

Ｌs≧Ｌo+１０ｄ

Ｌc≧Ｄsp＋１００

Ｌ≧Ｌ0 ＋１０ｄ

ソイルセメント

Ｄsp

Ｄsc

※２：全周現場すみ肉溶接

中詰めコンクリート
補強鉄筋（ｄ）

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

ずれ止め
※１

基礎底版鉄筋

Ｄsp／４

基礎下面

Ｄsp／４

※２

組立鉄筋

１５mm以上 補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

１００

１００

１００

Ｄ

基礎上端鉄筋

補強鉄筋

中詰めコンクリート

基礎下面

基礎底版鉄筋

Ｌ≧Ｌo＋１０ｄ

１００

１００

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

３．２４．６図　杭頭補強筋が底版厚より長くなる場合の杭頭補強

補強鉄筋の曲げ

１２ｄ以上

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

≧１５０

Ｓ2

Ｓ2

Ｄ

３－Ｄ１６

Ｓ2

≧１５０

梁幅梁幅

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

※ｄ：鉄筋直径

（呼び名）

Ｌp

１
０
０

基礎底版筋

基礎底版筋

基礎底版筋

断　面　図

平　面　図

１２ｄ以上

※鉄筋径及び間隔は図面による。

６ｄかつ６０mm以上

せん断補強鉄筋

補強鉄筋かぶり１．０ｄ以上

３．２４．１表

Ｄ１３－１５０＠

帯鉄筋

Ｌ≧Ｌ0+１０ｄ

中詰め補強鉄筋（ｄ）

Ｓ2

Ｓ2

Ｄp

１００

１００

Ｌc

基礎底版鉄筋

Ｌ≧Ｌ0＋１０ｄ

Ｌs

帯鉄筋

Ｄ１３－１５０＠

中詰めコンクリート

中詰め補強鉄筋

基礎下面

杭体内補強鉄筋

ＰＣ鋼材 杭体内補強鉄筋

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつ５０φ＋Ｌ0＋（かぶり１００）

Ｌc≧２．５Ｄp＋１００、かつＬ0＋（かぶり１００）

注１．φは、ＰＣ鋼材径とする。

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

Ｓ4

※１：ずれ止めの大きさは、３．２４．１表による。

杭体内外ずれ止めプレートの肉厚

３．２３．２図　壁のせん断補強要領図

※壁厚ならびに配筋は図面による。
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３．２６．１　 適用範囲

（１）本構造細目共通図は、下水道施設における処理場、ポンプ場の土木構造物の耐震補強に

　　　適用する。

（２）図面及び構造細目共通図に記載されていない事項は、下記に基づくものとし、これらに相違

　　　がある場合は監督職員に確認し指示を受ける。

３．２６．２　鉄筋の仕様及び継手

鉄筋の種類及び継手は３．２６．１表による。　

Ｄ１３

下記以外

※ 以上

・Ｄ１９以上の柱、梁主鉄筋

・Ｄ１６以上の増設端の床・壁鉄筋

・図面による

　　　ＳＤ材との継手にガス圧接を使用してはならない。

※１

※

３．２６．３　鉄筋の継手長及び定着長

ＳＤ３４５以外の鉄筋との継手長・定着長については図面による。

３．２６．４　あと施工アンカー（接着系）

（１）アンカー径は、Ｄ１３以上、Ｄ２２以下とする。

（２）アンカーの打設は、増設壁が接合する四周の柱、梁に行うことを原則とする。

３．２６．１表　鉄筋の種類及び継手

(ナット付き）

(ナットなし）

Ｓ1：補強筋との継手長

Ｌn：有効定着長さ

Ｌd：アンカ-筋の全長

Ｌe：アンカ-の有効埋め込み長さ

３．２６．１図　あと施工アンカー埋め込み・定着図

ｄa：アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

Ｄa：既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

Ｌ ：コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

・Ｄ１３以上

種　別

ＳＤ ３４５

重ね継手

　)ガス圧接

　フレアー溶接

機械式継手

鉄筋の継手

鉄筋の種類

径

※１）既存の鉄筋種別がＳＲ２３５，２９５及びＳＤ２９５Ａの場合は、

３．２６．７　開口閉塞

（１）既存壁と増設壁との接合は、開口周囲のコンクリートをはつり、鉄筋同士をフレア溶接

で行う。

（２）閉塞部分が既存梁、柱と接する部位は全てあと施工アンカーで接合する。

はつり範囲例　　mm

はつり幅壁の鉄筋径

Ｄ１３ ２００

２００Ｄ１６

Ｄ１９ ３００

３００Ｄ２２

Ｄ２５ ３００

３．２６．８　フレア溶接

（１）特記なき鉄筋のフレア溶接の継手形状を３．２６．６図に示す。

(詳細は「鉄筋定着・継手指針[2007年版]」(土木学会)による。)

３．２６．６図　フレア溶接継手形状

３．２６．５図　開口閉塞要領図

（３）閉塞部分の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（２）継手長さは鉄筋径の１０倍とし、回し溶接は行わない。

（３）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

３．２６．６　増打ち補強壁ほか

（１）増打ち補強壁の配筋は３．２６．４図を標準とする。

（２）あと施工アンカーは接着系とし、開口補強部を除き、アンカー筋はナット付きとする。

（３）増打ち部と接する既存の壁面を目荒しするほか、新旧の壁面にジベル筋を設けるものとし、

　　　配置間隔は図面による。

（４）増打ち壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

（５）梁下端部や垂れ壁下端部の施工では、コンクリートのブリーディングや沈下を考慮して、

　　　打継目が一体となるように留意する。

３．２６．４図　増打ち補強壁要領図

ジベル筋（接着系）

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

(あと施工アンカーの位置と間隔)

３．２６．２図　あと施工アンカー配置図

３．２６．２表　あと施工アンカー埋め込み・定着長さ

区 分

一般部

曲げモーメント

せん断力

曲げモーメント

せん断力

-

-

カット

先端形状４５°

用 途 長 さ 備 考

１２・ｄa

７・ｄa

１２・ｄa

１０・ｄa

２０・ｄa

Ｓ1＋ ５・ｄa ナットなし

ナットあり

位 置

一般部

開口補強部

一般部

開口補強部

有効定着長
（Ｌn）

（Ｌe）
有効埋め込み長

既存躯体 増設補強壁

ｄa Ｌe

接合面
接着剤

Ｄ
a

Ｌ Ｌn

Ｌd

アンカ－筋

ｄ
a

増設補強壁既存躯体

ｄa Ｌe

接着剤
接合面

Ｄ
a

Ｌ Ｌn＝Ｓ1 +５ｄa

アンカ－筋

ｄ
a

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（５ｄa以上）

はしあき ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側）

へりあき

ゲージ

（５．５ｄa以上）

はしあき

（５ｄa以上）

ピッチ

（７．５ｄa以上かつ３００mm以下）

ゲージ

（４ｄa以上）

へりあき

（２．５ｄa以上かつ主筋の内側

かぶりコンクリート せん断補強筋

あと施工アンカー

主筋 可(○)

不可(×)

２
０
０
mm
以
上

無収縮モルタル圧入

＠

＠

（Ｄ１３以上）

壁周辺目荒し

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き） ジベル筋（接着系）

（Ｄ１３以上）

φ ａ

ｗ
溶接部

回し溶接をしない

２０mm

鉄筋

２０mm

鉄筋

回し溶接をしない

１０ｄ

（３）アンカーの埋め込み・定着長さを３．２６．２表に示す。

３．２６．５　新設補強壁

（１）新設補強壁の配筋は３．２６．３図を標準とする。

（２）新設部と接する既存の壁面には目荒しを施す。

（４）新設壁の頂部２００mm以上は、無収縮モルタル圧入とする。

埋込長

あと施工アンカー（接着系）

アンカ－筋（ナット付き）

２
０
０
mm
以
上

無収縮モルタル圧入

アンカ－筋（ナット付き）

壁周辺目荒し

幅止め筋（Ｄ１３以上）

３．２６．３図　新設補強壁要領図

あと施工アンカー（接着系）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

はつり範囲

フレア溶接

（片面１０ｄ）

（鉄筋径による）

後打ちコンクリート

はつり範囲

（鉄筋径による）

フレア溶接

（片面１０ｄ）

無収縮モルタル圧入

２
０
０
mm
以
上

２
０
０
mm
以
上

３　土木工事

３．２６　耐震補強

（ａ）シングル配置

（ｂ）ダブル配置

（ｃ）千鳥状配置

（ｄ）断面配置

ｗ：溶接ビードの幅

ａ：のど厚

φ：鉄筋径（呼び径）
フレア溶接継手の形状

ＡＷＳＣＪ－０６６－００１

１）土木工事特記仕様書

３）コンクリート標準示方書・施工編

４）コンクリート標準示方書・構造性能照査編

５）官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説

６）鉄筋定着・継手指針

７）2001年　既存鉄筋コンクリート造建築物の

８）あと施工アンカー連続繊維補強設計・施工指針 国土交通省

土木学会

土木学会

土木学会

建築保全センター

（　2006年版　）

（　2001年版　）

（　2007年版　）

（平成   8年版)

（　2002年版　）

（　2012年版　）

（平成    年版）

（別紙による。)

日本建築防災協会

　　耐震改修設計指針・同解説

全国上下水道コンサルタント協会

２）土木工事共通仕様書 国土交通省＊＊地方整備局

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事

第６０００の５１号の１の１
流２９桂川右岸防災安全（雨水）

（呑龍ポンプ場　土木）



かぶり厚さとは、一番外側の鉄筋（幅止め筋、組立筋を除く）の外面から躯体面

までの距離（４．３．１図）をいう。

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上を確保し、最小かぶり厚さに許容

施工誤差１０mmを加えた厚さ以内に納めるものとする。

最小かぶり厚さは、４．３．１表による。

　　　定着の方法は４．５．２図による。

　　　て定着する鉄筋の定着長さＬが、４．５．２表のフックあり定着の長さを確保できな

　　　い場合は、全長を４．５．２表に示すフックなし定着長さとし、かつ、余長を８ｄ、

　　　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを４．５．３表に示す長さをのみ込ませる。

４．５．１　鉄筋の重ね継手

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、４．５．１表による。

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

４．３．１　かぶり厚さ

４．３．１図　鉄筋のかぶり厚さ

４．３．２　最小かぶり厚さ

（１）床版、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンク

リートの厚さを含まない。

（２）柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の１．５倍

以上確保して最小かぶり厚さを定める。

（３）溶接金網にも適用する。

（１）粗骨材の最大寸法の１．２５倍

（３）異形鉄筋の直径（呼び径）の１．５倍以上

（注）１．Ｌａ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　　　　　（基礎梁、片持ちスラブを含む。）

　　　　　（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

塩害区分

構造部分の種別

１：打継目地部分は目地底より最小かぶり厚さを確保する。

２：仕上なしの場合を標準とする。

床､耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

底版

柱、梁、床、壁

底版、基礎

４．１　鉄筋の折曲げ加工

４．３　鉄筋のかぶり及び間隔

４．４　鉄筋相互のあき

４　建築工事

（ロ）折曲げ定着（イ）直線定着

帯筋

ａ

かぶり厚さ

打継ぎ

かぶり厚さ

増打

躯体面

ａ

かぶり厚さ

あばら筋

定着起点

定着起点

ｂ

Ｌ 余長

全長

Ｌb（ただし、梁幅の

Ｌ1h、Ｌ2h又はＬ3h

Ｌ1、Ｌ2又はＬ3

Ｌa（ただし、柱せいの

（２）最小のあき２５mm

種　別

鉄筋の

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５
３０

１５ｄ

１５ｄ

２０ｄ

１５ｄ

Ｌa Ｌb

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

１５ｄ

３０

設計基準強度

２４　２７

２４　２７

（注）１．Ｌ1、Ｌ1h：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ

　　　２．フックありの場合のＬ1hは、４．５．１図に示すようにフック部分Ｌを含まない。

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ３４５

２４　　２７

３０

２４　　２７

３０

３５ｄ

３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ

―

鉄筋の

種　別

１０ｄ

かつ

以上

フックなし フックあり

２５ｄ

２５ｄ

３０ｄ

２５ｄ ２０ｄ

２５ｄ

２０ｄ

２０ｄ

１０ｄ

Ｌ3h

スラブ小梁
Ｌ2hＬ1h

Ｌ3

スラブ小梁

２０ｄ

Ｌ2

３０ｄ

３０ｄ

３５ｄ

３０ｄ３５ｄ

４０ｄ

３５ｄ

３５ｄ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

また中間部での折曲げは行わない。

　　５．フックありの定着の場合は、４．５．２図(イ)に示すようにフック部分bを含まない。

　　４．Ｌ3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ

　　３．Ｌ3：小梁及びスラブの下端筋の直筋の直線定着長さ(基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。）

　　２．Ｌ2、Ｌ2h：割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ及びフックありの定着の長さ

(注)１．Ｌ1、Ｌ1h：２．以外の直線定着の長さ及びフックありの長さ

４．５．４　定着の方法

　　　なお、（ロ）折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、仕口内に縦に折曲げ

　　　（注）１、Ｌa、Ｌbは、４．５．３表の鉄筋の投影定着長さを示し、下記の条件を満たすものとする。

最大径

の場合

粗骨材

（３）

３１mm

２５mm

Ｄ１９

Ｄ２２

Ｄ２５

Ｄ２９

Ｄ１６

Ｄ１３

１１

１４

１８

２１

２５

２８

３３ ４４mm

３８mm

３３mm

２９mm

２４mm

２０mm

４２mm

４５mm

４９mm

５２mm

５８mm

６６mm

７７mm

２５mm

（１）

鉄筋相互のあき：ａ鉄筋径(mm)

鉄筋径 最外径

Ｄ１０

（２）
最小鉄筋芯間隔

１５mm

３０

４０

４０

４０

６０

６０

４０

５０

５０

５０

７０

７０

一　　般

土、水に
接する部分

煙突等高熱を受ける部分

２４，２７

３０

２４，２７

３０

Ｌ1

　　　　　　　１/２倍以上）

　　　２．Ｌｂ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

　　なお、片持小梁及び片持スラブの場合は２０ｄ及び１０ｄを２５ｄ以上とする。

４．５．２　継手の特記事項

（１） 継手は、極力応力の小さい位置に設ける。

（２） 異種径の鉄筋をガス圧接する場合は、鉄筋径の直近の範囲内とする。

４．５．３　鉄筋の定着

（１） 鉄筋の定着の長さは、４．５．２表による。

Ｌ

　　　　　　　３/４倍以上）

異形鉄筋

（注）Ｄ：鉄筋の最外径　ｄ：鉄筋直径（呼び名）

あき

ａ

Ｄ Ｄ

間隔

４．４．１図　鉄筋のあき

４．５．２図　定着の方法

４．５．３表　鉄筋の投影定着長さ

４．５．２表　鉄筋の定着の長さ

４．５．１表　鉄筋の重ね継手の長さ

４．３．１表　鉄筋の最小かぶり厚さ(mm)

４．４．１表　鉄筋径と鉄筋間隔の関係一覧

Ｌ1h

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

かぶり厚さ

増打

シーリング

かぶり厚さ

かぶり厚さ

躯体面

全長

Ｌ

余長

平 面

壁

壁柱

４．２．１図　異形鉄筋の末端部

４．２　異形鉄筋の末端部

１）最上階の柱頭部

１）下階の柱主筋を

引き通すことが

できない柱頭部
4.7.2

4.2.1

4.7.1

4.2.1

図参照

図参照

２）継手部

１）末端部
１）末端部 4.8.1 図参照

4.11.1１）末端部
１）末端部

２）継手部

１）末端部

２）継手部
１）末端部

壁の一部となる

表参照4.1.1

場合を含む 図参照

部　　位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式

備　考

帯筋(HOOP)

断面が異な

重ね継手

４．２．１表　フックを設ける位置

上下階の柱

る場合

あばら筋

(STP)

（１）Ｄは、折曲げ内法直径を示す。

（２）ｄは、鉄筋直径（呼び名）を示す。

以下
Ｄ１９

柱、梁の主筋

Ｄ１６以上の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁の

あばら筋

幅止め筋

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

４ｄ以上

～Ｄ３８

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

３ｄ以上

Ｄ１６

１３５°９０°

　　　２．９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。

　　　　　を用いる場合には、余長は４ｄ以上とする。

４．１．２表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法(中間部)

－
あばら筋、帯筋

スパイラル筋

８ｄ以上６ｄ以上

４ｄ以上３ｄ以上

４ｄ以上

使　用　箇　所
ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

折曲げ内法直径（Ｄ）

折　曲　げ　図

折　曲　げ　図

折曲げ内法直径（Ｄ）

ＳＤ２９５Ａ，ＳＤ３４５

Ｄ１９
～Ｄ２５

Ｄ１６
以下

Ｄ２９
～Ｄ３８

使　用　箇　所

その他の鉄筋

曲げ
角度

４．１．１表　鉄筋の折曲げ形状及び寸法（末端部）

（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で９０°フック又は１３５°フック

ｄ Ｄ

４ｄ以上

ｄ Ｄ

６
ｄ
以
上

８
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ
以
上

９０°

以下

Ｄ

ｄ

曲げ

角度

鉄筋の折曲げ加工は、４．１．１表及び４．１．２表を標準とする。

異形鉄筋の末端部には、４．２．１表によりフックを設ける。

１５０mm

鉄筋相互のあきは、下記の最大値のもの以上とする。ただし、機械式継手及び溶接継手

のあきは、図面による。

４．５　鉄筋の継手及び定着

（３）主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、４０ｄとする。ただし、ＳＤ３９０、

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

ｄ

１８０°

１３５°

９０°

９０°

１３５°

Ｄ１３以下の鉄筋

あばら筋、帯筋、スパイラル筋

４．５．１図

フックなし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着フックあり

柱 梁

ａ  部

　　・梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの３／４倍以上

　　・小梁主筋の大梁内定着においては、原則として大梁幅の１／２倍以上

　　・スラブの梁内定着においては、原則として梁幅の１／２倍以上

Ｄ

図の　印

図の　印

鉄筋の Ｌ1 Ｌ1ｈ

（フックなし） （フックあり）種　別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１．２５ 最小あき 鉄筋径×１．５
ａ＋Ｄ

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

設計基準強度

コンクリートの

Ｆc（Ｎ/mm2）

ＡＷＳＣＪ－０６６－００１

※ 通常の施工の場合
必要とする場合

・ 塩害対策を

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事

第６０００の５１号の１の１
流２９桂川右岸防災安全（雨水）

（呑龍ポンプ場　土木）



直交梁位置

Ｌ1h

ａ

Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1h

ａ=０．５Ｌ1

４．５．４表　隣り合う継手の位置

（柱頭又は柱脚部）

末　端　部

（重ね継手）

中　間　部

隣り合う継手の位置は、４．５．４表により、ａ寸法を守ること。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合を除く。

４．７．１　隣り合う継手の位置及び定着

（２）柱頭定着長さＬ2が確保出来ない場合は、図面による。

（３）上下の柱断面が異なる場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、４．７．２図による。

（１）フック及び継手の位置は交互とする。

（２）帯筋の割付けは、４．９．１図による。ただし、図面にある場合は図面による。

（３）柱、梁の交差部（パネルゾーン）の帯筋のせん断補強比は、０．２％以上を

４．６．１　継手及び圧接中心位置

４．５．５　隣り合う継手の位置及び定着

４．９　帯筋の割付け４．７　柱筋の継手及び定着４　建築工事

４．６　柱筋の継手位置

（１）継手長さはＬ1とし、定着及び余長は、４．７．１図による。

４．８　帯筋

４．８．１　帯筋の形状

（１）帯筋の形状は、４．８．１図とし、種別は図面による。図面になければ下記による。

（ロ）（イ）

（ロ）

（ロ）（イ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（ロ）

・丸形

（ニ）

・Ｈ形

・Ｗ－Ｉ形（溶接を行う）

・ＳＰ形（スパイラル筋）

溶接の場合は１０ｄ以上とし、組立前に行う。

（ｃ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア

（ｂ）Ｈ形の１３５゜曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ｉ形とする。

（ａ）Ｈ形を標準とする。

以上の

添巻

≧６ｄ

ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

ｄ

≧６ｄ

確保し、補強筋間隔≦１．５Ｐとする。

１．５巻

※１．５Ｐ1、１．５Ｐ2のピッチは１５０mm以下とする。

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１００

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３ ＠１２５

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１０ ＠１００

Ｄ１０ ＠１２５

パネルゾーン柱幅(mm)

≦５００

≦６００

≦７００

≦８００

≦９００

≦１０００

≦１１００

≦１２００

Ｄ１０ ＠１００

４．１０　大梁筋の継手及び定着

４．１０．１　大梁（基礎梁以外の大梁に限る）主筋の継手、定着及び余長

（１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

上端筋：曲げ下ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。

　　ｂ．梁主筋を、柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　なお、定着の方法は、４．５．４による。

４．１０．２図　段違い梁

４．１０．１図　梁主筋の梁内定着

５０ｄ

５０ｄ

４．５．３図　溶接金網の継手及び定着要領

４．５．４図　スパイラル筋の継手及び定着要領

（１）溶接金網の継手及び定着

３／４ｈ0（ｈ0は柱の内法高さ）以下とする。

柱、梁の交差部の配筋例（０．２％確保）

（１）柱の継手及び圧接中心位置は、梁上端から５０cm以上、１５０cm以下かつ

（ｄ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１．５巻以上の添巻きを行う。

（２）スパイラル筋の継手及び定着

　　ｃ．段違い梁は４．１０．２図による。

４．９．１図　帯筋の割付け

４．８．１図　帯筋組立の形

４．７．２図　上下の柱断面が異なる柱主筋の折曲げ及び定着
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４．７．１図　柱主筋の継手、定着及び余長
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０．２％以上、

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

かつ１．５Ｐ

一般の場合

上下の柱断面寸法が異なる場合、

帯筋は、一般の帯筋より１サイズ

太い鉄筋または同径のものを２本

梁

柱

梁

Ｌ2

上端筋
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一般階

二段筋

Ｄ
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：柱芯

Ｌ2
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余長

（１）最上階の場合

４．１０．３図　大梁の重ね継手、定着及び余長

４．１０．３　ハンチのある場合

４．１０．４図　ハンチのある大梁の定着及び余長（最上階）

下端筋

二段筋
Ｌ2

Ｌ1

Ｌ1Ｌ1

Ｌ1

Ｌ2

余
長

Ｌ2

Ｌa※

余
長

Ｌa※
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（注）１．継手中心位置は次による。

　　　　　　上端筋：中央Ｌ0／２以内

　　　　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、Ｌ0／４を加えた範囲以内

　　　２．４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

　　　３．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　４．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

重

ね

継

手

圧

接

継

手

条   件 重ねる場合 離す場合

フックなしの場合

フック有りの場合

ａ≧４００mm

　　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ：上下の柱幅の差(ａ≦１５０)

ｂ：かぶり厚さ

Ｄ：梁のせい
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出来ない場合は、b.により柱内に定着することができる。

ただし、やむ得ず梁内に定着する場合は、４.１０.１図による。

　　ａ．梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが

梁梁

柱
Ｄ≦１００

吊上げ筋は、一般のあばら筋より

１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

を２本重ねたものとする。

Ｄ１６ ＠１００≦１４００
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　３. 梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　のように引き通すことができる。

　４．破線は、梁内定着の場合を示す。

　２．　　　　    印は、継手及び余長を示す。

４．１２．２　小　梁

４．１１

小梁及び片持梁の配筋要領４．１２

４．１２．１　一般事項

（１）図面にない事項は大梁、梁のあばら筋の項に準ずる。

（２）

４　建築工事

４．１０．４　水平段差のある場合

４．１０．５　鉛直段差（ｅ）のある場合

（２）ｅ／Ｄ＞１／６の場合

（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、１５０mm程度とする。

（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、Ｌ2とする。

（３）土圧、水圧を受ける梁は、図面による。

（４）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ１０－１０００mmピッチ程度とする。

（２）間隔が一様でハンチのある場合

４．１１．１　一般事項

４．１１．２　あばら筋組立の形及びフックの位置

（１）形は、４.１１．１図（イ）を標準とする。

（２）フックの位置

ｃ．（ハ）の場合は床版の付く側を９０゜折曲げ、８ｄ確保する。

ｄ．（ホ）（ヘ）の場合は梁の上下にスラブが付く場合でかつ、梁せいが

ｂ．（ロ）の場合　床版が片側に付く場合は床版の付く側

ａ．（イ）の場合は交互とする。

ｂ．床版が両側に付く場合は、（ロ）～（ニ）

ａ．床版が片側に付く場合は、（ロ）又は（ハ）

ただし、（イ）によることが出来ない場合は、下記の方法によることが出来る。

床版が両側に付く場合は交互

４．１１．１図　あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　１．５m以上の場合に適用する事ができる。（基礎梁）

４．１１．４　腹筋及び幅止め筋

ａ） 腹筋及び幅止め筋

４．１０．８図　鉛直段差梁（その２）

４．１０．７図　鉛直段差梁（その１）

定着の長さは、４．１０．２図に準ずる

４．１０．６図　大梁の定着及び余長（水平段差のある場合）

（３）梁の端部で間隔の異なる場合

４．１１．４図　あばら筋の割付け（その３）

４．１１．３図　あばら筋の割付け（その２）

（１）間隔が一様でハンチのない場合

４．１１．３　あばら筋の割付け

４．１１．２図　あばら筋の割付け（その１）

４．１２．２図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（注）１．　　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　２．梁内の定着筋において梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

（２）単独小梁の場合

４．１２．１図　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

梁のあばら筋、腹筋及び幅止め筋

４．１２．３　片持梁筋の定着

（１）先端に小梁のない場合

ａ．先端の折曲げの長さｂは、梁せいよりかぶり厚さを除いた長さとする。

ｂ．梁筋を引き通さない場合は、取り合い部材に定着する。ただし、柱に

取り合う場合は、全数を引き通すことができる場合でも、上端筋は、

２本以上を柱に定着する。

（２）先端に小梁がある場合

ａ．上端筋は、先端小梁内に斜めに定着する。

ｂ．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

ｃ．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

４．１２．３図　片持梁主筋の定着及び余長（先端に小梁のない場合）

印は、継手及び余長を示す。

一般階 最上階

（２）特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、図面による。

４．１１．５図　腹筋及び幅止め筋

６００≦Ｄ＜９００ ９００≦Ｄ＜１,２００ １，２００≦Ｄ≦１,５００

（１）水平段差のある場合

（１）ｅ／Ｄ≦１／６の場合

（１）一般の梁

（１）連続小梁の場合

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置及びハンチに切り替わる位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

　　※　Ｌａは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　　　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

　※　Ｌaは、原則として、４．５．３表の数値かつ柱せいの３／４倍以上とする。

※　Ｌbは、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。
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４．１２．４図　片持梁主筋の定着

(注)１.　４．２ 異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、フックを付ける。

：柱芯

※ Ｌ3hをフックなしで定着

　 させる場合は２５ｄとする。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

　　　２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

４．１０．５図　ハンチのある大梁の定着及び余長（一般階）

（２）一般階の場合
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　　　※　Ｌbの数値は、原則として、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。
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４　建築工事
４．１３．４　壁の交差部及び端部

４．１５．１　一般事項

４．１５　床の配筋要領

４．１４　壁の打増し要領

４．１５．２　片持スラブ

（２）先端に小梁がなく壁が取り付く場合

４．１５．３　出隅部の配筋方法

４．１５．３図　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その３）

４．１５．５図　先端に壁が付く場合の配筋

４．１５．４　地上部最上階の屋根床版

４．１５．５　段差床版の補強

４．１５．６　床版開口部の補強

（２）床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

より開口部を避けて配筋できる場合は、補強筋を省略することができる。

※：鉄筋径及び本数は、図面による

ａ．交差部補強筋Ｄ※はＤ１３以上、かつ壁主筋と同径とする。

４．１３．４図　壁の交差部及び端部の配筋

（１）鉄筋の継手長さは、Ｌ1 とする。

４．１４．１図　壁の打増し補強配筋

打増し部

縦筋はＤ１０とし、間隔は２００mm

横筋はＤ１０とし、間隔は壁横筋と同じ

（２）定着長さ及び受け筋は、４．１５．１図による。ただし、引き通すことができない場合は、

４．１５．２図、４．１５．３図により梁内に定着する。

（３）基礎梁と床版を一体打ちとしないで、打ち継ぎを設ける場合の補強は図面による。

（１）片持スラブの配筋

４．１５．４図　片持スラブの配筋

（１）補強の配筋は図面による。配筋方法は、４．１５．６図による。

（２）出隅受け部分(図のハッチ部分)の配筋は、図面(幅はｂ1 /２とする）による。

特記にない場合は、Ｄ１０＠１００ダブルとする。

４．１５．６図　片持スラブ出隅部の補強配筋

（１）出隅及び入隅部分には、４．１５．７図により、補強筋（溶接金網）を上端筋

の下側に配筋する。

（２）陸屋根、勾配屋根共通とする。

４．１５．７図　出隅及び入隅部分の補強配筋

（１）同一床版に段差がある場合、４．１５．８図の補強を行う。ただし、

Ｈ＞１５０の場合は、小梁を設ける事を原則とする。

４．１５．８図　段差のある床版の補強配筋

（１）開口の最大径≦７００の場合は、開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、

隅角部には、斜め方向に主筋径以上の鉄筋２本を上下筋の内側に配筋する。(４.１５．９図)

開口の最大径＞７００の場合は図面による。

４．１５．９図　床版開口部の補強配筋

４．１５．１図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その１）

４．１５．２図　スラブ筋の定着長さ

及び受け筋（その２）

ｂ．壁の端部にＵ型鉄筋を使用する場合の径及び間隔は、壁筋と同径及び同間隔とする。

　　　壁と壁の交差部は、４．１３．４図による。

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記によるほか、配管等での壁の

打増し補強筋は、４．１４．１図による。

打増し厚さのａが５０mm以上、２００mm以下に適用する。

２００mmを越える場合は、特記による。
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先端部補強筋
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配力筋
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受け筋Ｄ１３

先端部補強筋
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Ｄ１３(Ｌ≦１０００)
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Ｌ2
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Ｌ
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※　原則としてＬbは、４．５．３表の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

よりかぶり厚さを除いた長さとする。

※ 先端の折り曲げ長さｂは、スラブ厚さ

※　Ｌbの数値は、原則として、６．３表

の数値かつ梁幅の１／２倍以上とする。

※：鉄筋径は、図面による

Ｄ※：鉄筋径は、図面による。

壁の配筋要領４．１３

４．１３．１　一般事項

（１）壁配筋の継手の長さはＬ1、及び定着の長さは、Ｌ2とする。

（２）土圧及び水圧などを受ける壁及び耐震壁として、図面に示されたものは、継手長さをＬ1、

定着長さをＬ2とする。ただし、耐力壁の重ね継手の長さは４０ｄとし、ＳＤ３９０、

（４）一般部壁筋は、４．１３．１図による。

ＳＤ４９０を使用する場合は特記による。

（３）幅止め筋は、縦、横ともＤ１０－＠１０００を標準とする。

４．１３．２　耐震壁の開口

（１）耐震壁等の開口は、図面以外は設けてはならない。

満足することを構造計算によって確認すること。

（２）やむを得ず開口をあける場合は、Ｈ１９国土交通省告示５９３号の規定を

４．１３．１図　壁の配筋

※壁構造の場合は、「壁構造配筋指針・同解説」（建築学会）に基づき図面による。

４．１３．３　壁開口部の補強

（１）壁開口部の補強は、図面による。補強筋の長さ及び位置は、４．１３．３図

を標準とする。

４．１３．３図　壁開口部の補強の定着長さ

（２）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより

開口部を避けて配筋出来る場合は、補強筋を省略することができる。

（出隅部分補強配筋） ｂ1
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４．１９．１　斜め柱・斜め梁の取り合い

勾配屋根の取り合い

４．１７  階段の配筋要領

４　建築工事 ４．１９

４．１８．２　梁 ４．１９．２　梁と床版の取り合い

４．１９．３　円柱の取り合い

４．１８ 柱及び梁の増し打ち要領

（１）壁配筋は、図面による。

（２）階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に曲げ下ろす。

４．１８．１　柱

４．１８．１図　柱の増し打ち補強配筋

ただし、ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．１図による。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分の帯筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分主筋の定着，重ね長さは、柱の主筋による。

（１）増し打ちコンクリートの補強は、４．１８．２図による。ただし、

ａ＜７０mmの場合、補強は行わない。

（２）増し打ち部分での鉄筋は、定着長さとして認めない。ただし、躯体と一体打ちの場合を除く。

（３）増し打ち部分のあばら筋の定着長さは、Ｌ2以上とする。

（４）増し打ち部分の主筋の定着、重ね長さは、梁の主筋による。

（５）梁の上下の増し打ちが途中で終わる場合

（６）梁の側面の増し打ちが途中で終わる場合

４．１８．４図　梁の側面の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

４．１８．３図　梁の上下の増し打ち補強配筋（途中で終わる場合）

（１）※印の鉄筋は、同径以上とし、かつダブル巻きとする。

（２）１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、またはダブル巻きとし＠１００

（３）柱の取合い部における斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、当該梁部材のせん断

以下とする。

補強筋中心間隔ｐ以下とする。

４．１９．１図　斜め柱・斜め梁の取り合い配筋

増し打ち補強要領は、４.１９．２図による。

４．１９．２図　梁と床版の取り合い配筋

４．１９．３図　円柱の取り合い配筋
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：壁芯
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４．１７．１図　片持スラブ形階段配筋の定着
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ａ） 柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ｂ） 柱幅と斜材幅が異なる

ｄ） 柱頭で斜材となる上端筋は、連続筋とする。ｃ） 柱脚で斜材となる

ｅ） 梁が斜材となる上端筋は、連続筋とする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ≦２００

※１．帯筋と同径・同材質・同ピッチとする。

７０≦ａ≦２００ ７０≦ａ1 、ａ2　≦２００

ｆ） 斜め大梁に小梁が接する場合

柱筋はａ），ｂ）に倣う。

ｇ） 大梁に斜め小梁が接する場合

３） 柱脚部の円柱と基礎との

取合い

取り付く場合

１） 柱頭部で柱芯に梁が ２） 柱頭部で柱外面に梁が

取り付く場合

Ｔｙｐｅ Ａ Ｔｙｐｅ Ｂ

※１．あばら筋と同径・同材質・同ピッチとする。

４．１８．２図　梁の増し打ち補強配筋
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

長岡京市勝竜寺地内
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地下4階伏図 S=1/100

注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。

は、仮壁を示し、符号はKW300とする。　　2.

伏図(1)
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　　3. スラブ符号はFS400とする。
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

長岡京市勝竜寺地内
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注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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　　2. スラブ符号はS14とする。

伏図(2)
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　　3.        は吊りフック(50KN)とする。
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号
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起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。

S=1/100地下1階伏図
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洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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S=1/1001階伏図

　　3. のスラブ・梁レベルは、FL-300とする。

　　2.スラブ・梁レベルは、FL-500とする。

　　4. のスラブ・梁レベルは、FL-230とする。

のスラブ・梁レベルは、FL-200とする。　　5.

のスラブ・梁レベルは、FL-30とする。　　6.

　　7. スラブ符号はS11とする。
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桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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注）特記なき限り
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　　2.スラブ・梁レベルは、FL±0とする。
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　　3. スラブ符号はS3とする。

S1 S1 S1 S1 S1 S1175

325

175

325

EW35

B5

G
DGDGDGDGC

G
C

G
C

G
C

G
C

GC

G
C

G
C

G
C

G
C

GC
GB

G
B

G
B

G
B

G
B

GB GA
G
A

G
A

G
A

G
A

GC
G
C

G
C

G
C

G
C

GC

G3

G3 G3 G3 G3

G2 G3

G3 G3 G3

G1G1

G4 G4

G1 G1

G4G4

G1 G1

G2G3G3G3G3G3

W2
0

W20

W35

E
W3
5

EW
3
5

E
W3
5

E
W3
5

EW
35

W
35

W3
5

W3
5

W
35

W
3
5

EW
35

B4

　　1.2FLのレベルはTP+22.500とする。

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:100

注）特記なき限り

　　2.スラブ・梁レベルは、FL±0とする。

S=1/1003階伏図

CG
A

CG
A

B6

39500

7500 6500 5000 7000 6500 7000

1 2 3 4 5 6 7

50
0
0

65
0
0

6
5
0
0

6
50
0

7
0
00

5
00
0

3
6
50
0

A

B

C

D

E

F

G

2
87
5

EW
20

EW20EW20EW20

E
W2
0

E
W2
0

E
W2
0

EW
2
0

EW
20

3500 3000

伏図(8)

1
03
0

3000 2970 1030

W1
5

4
2
5

75

B4 B
4

B
4

B4 B4 B4

B4 B4 B4

B
4

B
4

B
4

B
4

B
4

B
4

22
5

75

325

75

B
4

B6B6

B
4

B4

　　3. スラブ符号はS3とする。
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桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）

　　1.3FLのレベルはTP+28.600とする。
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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　　1.RSLのレベルはTP+33.600(水下)とする。

　　2. スラブ符号はS1とする。
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桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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縮　　尺
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工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。

S=1/200E通軸組図

2
00

2
00

2
0
0

18
0
0

2
00

15
0
0

2
00

2
0
0

1
50
0

30
0

39500

7500 6500 5000 7000 6500 7000

1 2 3 4 5 6 7

注）特記なき限り
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注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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は、仮壁を示し、符号はKW300とする。　　2.
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長岡京市勝竜寺地内
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所
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工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

36500

5000 6500 6500 6500 7000 5000

A B C D E F G

2
00

2
00

2
0
0

FGB

DW50

B3GB

1
5
00

DW30

B2GBB2GBB2GB

DW30

1
2
00

1
30
0

注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。
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図面番号

縮　　尺
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施工箇所

起工番号
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長岡京市勝竜寺地内
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注）特記なき限り

　　1. DWは土木部の壁を示す。数字は壁厚を示す。

S=1/2007通軸組図
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一般部のフープと同等とする。

印の鉄筋は寄せること。　　2.

地下部(底版部除く)のパネルゾーンのフープは、

注）特記なき限り

　　1.
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流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号
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工　事　名
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一般部のフープと同等とする。

地下部(底版部除く)のパネルゾーンのフープは、

注）特記なき限り

　　1.

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺
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施工箇所
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工　事　名

長岡京市勝竜寺地内
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一般部のフープと同等とする。

地下部(底版部除く)のパネルゾーンのフープは、

注）特記なき限り

　　1.

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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最上部の柱頭部の柱主筋は、全数フックとする。　　1.

注）特記なき限り

地下部(底版部除く)のパネルゾーンのフープは、

一般部のフープと同等とする。

　　2.

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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最上部の柱頭部の柱主筋は、全数フックとする。　　1.

注）特記なき限り
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流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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流２９桂川右岸防災安全（雨水）
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桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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最上部の柱頭部の柱主筋は、全数フックとする。　　1.

注）特記なき限り
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C11
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C5
主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

C8

C9

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

16 - D25

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25

C12 5

5
主　筋

フープ    -    D13 @ 100
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5

5

C13

主　筋

フープ    -    D13 @ 100

16 - D25
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39500

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）

S-37



図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

基礎梁リスト

S=1/30基礎梁リスト

断面位置

上　端　筋

B × D

符　号

特記なき限り　巾止め筋は　D13@1000とする。

下　端　筋

スターラップ

腹　　筋

58 － D32

52 － D32

2500 × 4000

全 　断 　面

FG2

24 － D13

全 　断 　面

24 － D13

FG3

62 － D32

62 － D32

－ D16 @ 100

3000 × 40002500 × 4000

全 　断 　面

FG1

52 － D32

52 － D32

24 － D13

2500 × 4000

全 　断 　面

52 － D32

52 － D32

24 － D13

FGA

58 － D32

52 － D32

2500 × 4000

全 　断 　面

24 － D13

FGB

全 　断 　面

24 － D13

62 － D32

62 － D32

－ D16 @ 100

3000 × 4000

FGC

断　　面

（8） － D19 @ 100 － D19 @ 100（12） （8） － D19 @ 100 － D19 @ 100（18）

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

S=1/30
特記なき限り　巾止め筋は　D13@1000とする。

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面B1階

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

1000 × 1500

8 － D25

1000 × 1500

10 － D25

1000 × 1500

12 － D25

1500 × 1500

18 － D25

2000 × 1500

24 － D2512 － D25

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面

1000 × 1500 1000 × 1500 1000 × 1500 2000 × 1500 3000 × 1500

9 － D25 10 － D25 12 － D25 24 － D25 36 － D25

B2階

全　断　面 全　断　面

8 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100

10 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100

18 － D25

－ D13 @ 100

24 － D25

－ D13 @ 100

8 － D25 12 － D25

6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋 8 － D25 8 － D25 12 － D25 24 － D25 36 － D25

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面

1500 × 1800 1500 × 1800 1500 × 1800

14 － D25 30 － D25

全　断　面

3000 × 1500

36 － D25

全　断　面

1500 × 1800

20 － D25

全　断　面

2000 × 1500

24 － D25

B3階

－ D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋 19 － D25

－ D13 @ 100 (8) － D13 @ 100

36 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13

20 － D25

－ D13 @ 100

24 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

MB階

700 × 1000 500 × 1000 1000 × 1500 1500 × 1000 1500 × 1500

8 － D25 4 － D25 12 － D25 12 － D25 18 － D25

符　号階 G1 G2 G3 G4 G5 G6

スターラップ

下　端　筋 6 － D25 4 － D25 12 － D25 12 － D25 18 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 200 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

4 － D13 4 － D13 6 － D13 4 － D13 6 － D13腹　　筋

1000 × 1500

10 － D13 10 － D13 10 － D13 10 － D13

20 － D25

14 － D25 14 － D25

B
D

(5)

(5)

(5)

大梁リスト(1)

大梁リスト(1)

(6) － D13 @ 100(5) 流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面MB階

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

700 × 1000 500 × 1000 1000 × 1500 1500 × 1500 1500 × 1000

6 － D25 4 － D25 12 － D25 18 － D25 12 － D25

符　号階 GA GB GC GD GE

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面B1階

スターラップ

下　端　筋

腹　　筋

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

1000 × 1200 1000 × 1200 1000 × 1200 1500 × 1500 2000 × 1500

10 － D25 12 － D25 10 － D25 18 － D25 24 － D25

6 － D25 4 － D25 12 － D25 18 － D25 12 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 200 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

4 － D13 4 － D13 6 － D13 6 － D13 4 － D13

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面B2階

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

1000 × 1300 1000 × 1300 1000 × 1300 2000 × 1500 3000 × 1500

8 － D25 10 － D25 11 － D25 24 － D25 36 － D25

8 － D25 10 － D25 10 － D25 18 － D25 24 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面B3階

全　断　面 全　断　面 全　断　面

1500 × 1500 1500 × 1500 1500 × 1500

18 － D25 30 － D25 18 － D25

全　断　面 全　断　面

2000 × 1500 3000 × 1500

24 － D25 36 － D25

8 － D25 8 － D25 11 － D25 24 － D25 36 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋 23 － D25 18 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13

24 － D25 36 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100

6 － D13 6 － D13

B
D

(5)

(5)

S=1/30
特記なき限り　巾止め筋は　D13@1000とする。

大梁リスト(2)

大梁リスト(2)

16 － D25

－ D13 @ 100(6) － D19 @ 100(9) 流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

S=1/30

符　号階 G1 G2 G3 G4 G5

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

R階

500 × 900

6 － D25

800 × 1200

8 － D25

800 × 1200

12 － D25

500 × 900

4 － D25

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面

3階

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

600 × 1000

6 － D25

500 × 900

4 － D25

4 － D25 8 － D25 8 － D25 4 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 200

4 － D10 6 － D10 6 － D10 4 － D10

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

2階

スターラップ

下　端　筋

600 × 1000 500 × 900 500 × 900 600 × 1000

6 － D25 5 － D25 4 － D25 5 － D25

5 － D25

－ D13 @ 200

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D10 4 － D10

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面 全　断　面

1階

スターラップ

下　端　筋

800 × 1500 800 × 1500 800 × 1500 800 × 1500 1500 × 1600

12 － D25 14 － D25 10 － D25 10 － D25 19 － D25

5 － D25 4 － D25 4 － D25 5 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 200 － D13 @ 200 － D13 @ 200

4 － D10 4 － D10 4 － D10 4 － D10

スターラップ

下　端　筋 8 － D25 10 － D25 8 － D25 10 － D25 19 － D25

－ D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100 － D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13 6 － D13

腹　　筋

腹　　筋

腹　　筋

　　　　　　　巾止め筋（土木）は　D13@1000とする。

特記なき限り　巾止め筋（建築）は　D10@1000とする。

8 － D13

B
D

(5)

大梁リスト(3)

大梁リスト(3)

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

S=1/30

符　号階 GA GB GC

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面R階

全　断　面 全　断　面 全　断　面

500 × 900 500 × 900 500 × 800

5 － D25 4 － D25 6 － D25

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

スターラップ

下　端　筋

3階

腹　　筋

全　断　面 全　断　面 全　断　面

500 × 900 500 × 800 500 × 800

4 － D25 7 － D25 4 － D25

4 － D25 4 － D25 4 － D25

－ D13 @ 200 － D13 @ 200 － D13 @ 100

4 － D10 4 － D10 2 － D10

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

スターラップ

下　端　筋

2階

腹　　筋

全　断　面 全　断　面 全　断　面

500 × 900 500 × 800 500 × 800

5 － D25 4 － D25 4 － D25

4 － D25 5 － D25 4 － D25

－ D13 @ 200 － D13 @ 100 － D13 @ 200

4 － D10 2 － D10 2 － D10

B × D

上　端　筋

断面位置

断　　面

スターラップ

下　端　筋

1階

腹　　筋

全　断　面 全　断　面 全　断　面

800 × 1200 800 × 1200 800 × 1200

10 － D25 8 － D25 8 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D10 2 － D10 2 － D10

スターラップ

下　端　筋

腹　　筋

8 － D25

－ D13 @ 100

8 － D25

－ D13 @ 100

6 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13 6 － D13 6 － D13

　　　　　　　巾止め筋（土木）は　D13@1000とする。

特記なき限り　巾止め筋（建築）は　D10@1000とする。

GD

全　断　面

500 × 800

4 － D25

全　断　面

500 × 800

4 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

2 － D10

全　断　面

500 × 900

4 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

2 － D10

全　断　面

1000 × 1000

8 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D10

8 － D25

－ D13 @ 100

4 － D13

GE

全　断　面

500 × 900

4 － D25

全　断　面

500 × 900

4 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D10

4 － D25

－ D13 @ 200

4 － D10

全　断　面

800 × 1200

8 － D25

8 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13

GF

全　断　面

1500 × 1600

19 － D25

19 － D25

－ D13 @ 100

8 － D13

CGA

全　断　面

500　×　900

9 － D25

－ D13 @ 100

4 － D13

6 － D25

全　断　面

500　×　800

4 － D25

4 － D25

全　断　面

500　×　800

4 － D25

4 － D25

CG1

全　断　面

500　×　900

9 － D25

－ D13 @ 100

4 － D13

6 － D25

800　×　600 800　×　1200

8 － D25

8 － D25

6 － D102 － D10 2 － D10

2 － D10

－ D13 @ 200 － D13 @ 200

－ D13 @ 200

元　端先　端

B
D

大梁リスト(4)

大梁リスト(4)

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

1:30

S=1/30水平梁リスト

符　号

B × D

断面位置

(外側)

階

(内側)

全　　断　　面

HG1

1500 × 2000

特記なき限り　巾止め筋は　D13@1000とする。

B

腹筋 5 - D35

スターラップ

外側主筋

内側主筋

備　　考 腹筋は壁定着すること

－ D16 @ 100

D

腹筋 5 - D35

B1階

断　　面

B × D

断面位置

(外側) (内側)

スターラップ

外側主筋

内側主筋

備　　考 腹筋は壁定着すること

断　　面

B × D

断面位置

外側主筋

内側主筋

断　　面

B3階

備　　考

14 － D35

14 － D35

腹筋 9 - D35

腹筋 9 - D35

B2階

HGA

(外側) (内側)

全　　断　　面

1500 × 2000

腹筋 5 - D35

腹筋は壁定着すること

－ D16 @ 100

腹筋 5 - D35

(外側) (内側)

腹筋は壁定着すること

14 － D35

14 － D35

腹筋 9 - D35

腹筋 9 - D35

(外側) (内側)

全　　断　　面

2500 × 3000

腹筋は壁定着すること

(13)

腹筋 9 - D38

腹筋 9 - D38

26 － D38

34 － D38

－ D19 @ 100

(外側) (内側)

全　　断　　面

2500 × 3000

腹筋は壁定着すること

(13) － D16 @ 100

腹筋 9 - D38

腹筋 9 - D38

26 － D38

26 － D38

スターラップ

全　　断　　面

1500 × 3000

全　　断　　面

1500 × 3000

－ D16 @ 100

20 － D35

20 － D35

(5) － D16 @ 100

20 － D35

20 － D35

(5)

水平梁リスト

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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断　　面

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

B × D

上　端　筋

断面位置

符　号

小梁リスト S=1/30
　　　　　　　巾止め筋（土木）は　D13@1000とする。

特記なき限り　巾止め筋（建築）は　D10@1000とする。

図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

小梁リスト

1:30

B2B1 B5 B6B3 B4

全　断　面 端　部 中　央 端　部 中　央 全　断　面

400 × 700

4 － D22

3 － D22

3 － D22

D

B

500　×　1000

4 － D22

－ D13 @ 200

端　部 中　央

500　×　700

－ D13 @ 200

7 － D25

5 － D25

5 － D25

5 － D25

－ D13 @ 100

6 － D22 4 － D22

4 － D224 － D22

－ D13 @ 200 － D13 @ 200 － D10 @ 200

2 － D10 2 － D10 4 － D10 2 － D10 2 － D10 2 － D10

断　　面

腹　　筋

スターラップ

下　端　筋

B × D

上　端　筋

断面位置

符　号 B11 B16

端　部 中　央

300 × 600 600　×　1200

3 － D22

3 － D22

－ D13 @ 200

2 － D13

6 － D25 6 － D25

6 － D25 8 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13

全　断　面

400　×　800

CB11

全　断　面 全　断　面

－ D13 @ 100－ D13 @ 200

500　×　800

2 － D13

5 － D25

5 － D25

全　断　面

－ D13 @ 100

B17 B18

端　部 中　央

500　×　1000

－ D13 @ 100

4 － D13

B14

端　部 中　央

600　×　1200

8 － D25 6 － D25

6 － D256 － D25

－ D13 @ 100

6 － D13

B15

端　部 中　央

500　×　1000

6 － D25 4 － D25

4 － D254 － D25

－ D13 @ 100

B13

全　断　面

B12

500　×　1000

4 － D134 － D13

4 － D25

4 － D25

－ D13 @ 200

300 × 800

5 － D22

5 － D22

8 － D22 6 － D22

6 － D226 － D22

5 － D25 5 － D25

5 － D25 7 － D25

端　部 中　央

500　×　800

5 － D22 5 － D22

5 － D22 7 － D22

400　×　900

4 － D13

500　×　900

4 － D13

9 － D25

6 － D25

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）

梁のスタラップと
同径・同ピッチとする。

D16 @ 300（　　　以内とする）

増打ち S2(土木工事)

L2(建築工事)

定着は梁の主筋による(土木工事)
定着は柱面から30mmとする(建築工事)

梁側面増打

増
打
ち

S
2
(土

木
工
事
)

L2
(建

築
工
事

)

D16 @ 300（　　　以内とする）

定着は柱面から30mmとする

梁のスタラップと
同径・同ピッチとする。

梁上面増打

梁増打ち要領図

S-44



図面番号

縮　　尺

図面種類

施工箇所

起工番号

工　事　名

長岡京市勝竜寺地内

壁・スラブリスト

1:30

上　端　筋

下　端　筋

符　号 床版厚 断面位置 短　辺　方　向 長　辺　方　向

スラブリスト

備　考　欄

建築工事

上　端　筋

下　端　筋 D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

S1

S2

S11

建築工事

建築工事

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

S3

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

S12

S13

S14

S15

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200 D13 @ 200

D13 @ 200

D19 @ 200

D19 @ 200 D19 @ 200

D19 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D13 @ 200

D25 @ 200

D25 @ 200 D25 @ 200

D25 @ 200

D22 @ 200

D22 @ 200 D22 @ 200

D22 @ 200

300

200

500

300

800

1000

150

200

土木工事/スラブ

土木工事/スラブ

土木工事/スラブ

土木工事/床版

土木工事/床版

上　端　筋

下　端　筋 D13 @ 200
300CS11

D13 @ 200D13 @ 200

D13 @ 200

上　端　筋

下　端　筋
FS400 4000 断面配筋図参照

上　端　筋

下　端　筋
断面配筋図参照FS375 3750 土木工事

土木工事

土木工事

上　端　筋

下　端　筋

D25 @ 200

D25 @ 200 D25 @ 200

D25 @ 200
1000S16 土木工事/スラブｃ

ｂ

a

開口補強筋

縦　　筋

横　　筋

符　号

断　面

注）特記なき限り　1.巾止め筋は、D10@1000とする。
壁リスト（建築工事） S=1/30

150

D10 @ 150

D10 @ 150

2 － D13

2 － D13

2 － D13

W15 W20

200

D13 @ 200

4 － D13

D13 @ 200

4 － D13

2 － D13

200

EW20

D13 @ 200

6 － D13

6 － D13

6 － D13

D13 @ 100

200

D13 @ 200

6 － D13

6 － D13

6 － D13

D13 @ 100

KW20

D13 @ 100

6 － D19

6 － D19

6 － D19

350

D13 @ 100

bc

a

開口補強筋

L1

L1

L
1

L1

D13 @ 100

6 － D19

6 － D19

6 － D19

350

D13 @ 100

EW35W35

ｃ

ｂ

a

開口補強筋

縦　　筋

横　　筋

符　号

断　面

注）特記なき限り　1.巾止め筋は、D13@1000とする。

bc

a

S2

S2
S2

S2

開口補強筋(土木)

断面配筋図参照

壁リスト（土木工事） S=1/30

DW30,DW50,DW100,DW150,DW200,DW300

土
　
木
　
工
　
事

建
 
 
築
 
 工

 
 
事

※の寸法は伏図・軸組図を参照すること。

注）特記なき限り

　　1.

さし筋

さし筋要領図

L
2

※
4
0d

流２９桂川右岸防災安全（雨水）

第６０００の５１号の１の１

桂川右岸流域下水道
洛西浄化センター建設工事
（呑龍ポンプ場　土木）
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